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【どんぐりころころ】 
どんぐりを用いた自然工作は子どもたちにとって一番馴染みのもの、童謡は幼稚園児も知っています。

原曲は梁田 貞、馴染みの①番と②番は青木存義の作詞、➂番の作詞は大正時代の音楽家岩川三郎が、④
番は落語家の桂文枝が作成したと福嶋孝子さんが教えてくれました。④番を終わったら①番に戻るよう
に文枝師匠は考え、泣き虫どんぐりをクローズアップさせようとしたようですが、泣き虫だったどんぐ
りが大きな木に育ってどんぐりをいっぱい実らせ、みんなを喜ばせてめでたしめでたしで終わろうと➄
番の歌詞を考案しました。 
 ドンぐり工作の最後にはパネルに掲げられた歌詞を見ながら、小学生が皆ニコニコしながら大声で斉
唱して終わっています。 

 

 


